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Ⅶ-1 古照遺跡第 7次調査出土人骨所見

奈良医科大学第一解剖学教室 講師 山 田 正 興

愛媛大学医学部法医学教室 教授 四 宮 孝 昭

平成 3年度に行なわれた古照遺跡第 7次調査において、多数の上坑墓が発見された中で、

2基、即ちSK-6及 び SK-8土 坑墓に人骨が存在 した。人骨は各 1体分で頭位は正北位

に右横臥位の届葬であった。同位の副葬発掘物によって、15な いし16世紀初頭の埋葬 と推定

されている。人骨の保存状態は悪 く、脱灰が著 しく褐色軟弱なる骨質で、とりまく粘土質よ

りも粗弱であった。従って、計測は骨の露出後、土中に半埋没のまま試行 したもので、計測

誤差 も大きいものである。

頭部の概景は左側面が上位 (SK-6、 図 1)、 および右側面が上位 (SK-8、 図 2)で、

土圧により下方へ陥没した状態で発掘されたが、前頭および後頭側に破損はなく、頭長の直

接計測は可能であった。しか し、頭巾は頭蓋の陥没により右半側が損壊 しているため、残存

する左半側を発掘 し、その正中矢状面より左半側 を計測し、その 2倍値 を頭巾とした。

SK-6 頭骨 :頭長 180mm、 頭巾 142mm(左半側より推定 )、 頭長巾示数 78.8、 バ

ジオン点がやや不鮮明で推定値であるが、頭高 138mm、 従って、 中

頭、ユつ高頭型であった。

歯 :門 歯 3本が発見され、右上 1、 左上 1、 2で、咬耗は舌側のみに限定

され、僅かに象牙質に達する。栃原の咬耗 2度に該当する。

長骨 :大腿骨、睡骨、勝F骨、上腕骨、尺骨、撓骨の骨幹は残存 しているが、

骨頭の損壊によって、全長の計測は困難であった。比較的保存の良好

な左尺骨長は約235mmで、これか ら身長は153.5cmと 推算された。

全体 として骨格の発育は良好であって、四肢骨、手根骨、手指骨は太 く、前頭骨隆起、歯

根部 も強大であって、栄養状態の良い男性的要素のある成人と思われる。

SK-8 頭骨 :

歯 :

頭長 194mm、 頭中 計測不能であるが、長頭 と推定される。

門歯 3本が発見され、右上 1、 た上 1、 右下 2と 同定される。咬面は

鋭縁で上顎歯は舌側に咬面があるために、鋏型の咬合 と思われ、咬耗

は僅かに象牙質に達する栃原の 2度に該当する。咬面は白色であるが、

発見の全歯に黒色斑を認め、歯尖か ら歯冠 と象牙質との境界に著しく、

人為的な着色歯の可能性がある。

大腿骨、睡骨、勝骨、上腕骨、尺骨、撓骨の骨幹は存在するが、骨頭長骨 :
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の損壊が著しい。その比較的保存の良い長骨は右上腕骨長27.lCmであ

って、それから推算された身長は145.4cmである。

概して骨格の発育はよくない。また下顎角は鈍で、骨体も繊弱である。頭骨および歯の所

見を総合すると、女性的要素のある50方 を越える熟年者と推定される。
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1

6

図 1

:頭骨、 2:下顎骨、 3

:左大腿骨、7:左睡骨

SK-6 土坑墓人骨

:門 歯左上 1、 2、 41左尺骨、 5:左撓骨、
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図 2 SK-8 上坑墓人骨

頭骨、 2:門 歯右下 2、 上 1、 左上 1

右大腿骨
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Ⅶ-2 古照遺跡第 6・ 7次調査出土歯分析

愛媛大学医学部法医学教室 技師 織 本 千 年

愛殻大学医学部法医学教室 教授 四 宮 孝 昭

麟 大学医学部附属実験実習機器センター 高 久 武 司

1.検査日時

平成 4年 1月 29日 、松山市埋蔵文化財センターより依頼の、土坑墓か ら発見された歯及び

歯が発見された周囲の土の鉄 (Fe)の 分析及び定量を平成 4年 3月 10日 迄に行った。

2.検査方法

乾式灰化法に依 り試料を灰化した後、原子吸光分光光度法に依 り定量した。即ち、磁製ル

ツボに試料を取 り、550℃ で 5時間灼熱し灰化 した。

次にO。 lN塩酸溶液で溶出し、原子吸光 (日 立 Z-9000形 )に依 り鉄 (Fe)を 測定 した。

3.検査結果

試料番号 :試料名

1)上 顎左側、大歯 (古照遺跡第 6次上層調査 D区、SK-57)

2)上 顎右側、側切歯 (古照遺跡第 7次調査 A地区、SK-8)

3)上 顎左側、大歯が発見された場所の上

(古照遺跡第 6次上層調査 D区、SK-57)

4)上 顎右側、側切歯が発見された場所の土

(古照遺跡第 7次調査 A地区、SK-8)

5)上 顎右側、側切歯が発見された場所の上

(古照遺跡第 7次調査 A地区、 SK-8)

6)人 骨の発見された場所の上

(古照遺跡第 7次調査 A地区、SK-6)
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7) 大骨の発晃されていない場所の上

(古照遺跡第 7次調査A地区、SK‐ 15)

3)対 照歯 (正常人の死体から採取)上顎れ側、中切歯

9)1対照歯 (正常人の死体から採取)上顎左側、側切歯

おEぐろ液 (硫酸第一鉄1.5%及 びターンエン酸湛m%,で黒く染めた後の歯
`

図 I 比較写真

対照歯 :写真に向かって左側がおはぐる渡で暴く染めた歯

写真に向かって1右側力蝉 歯
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試 料 名

測定濃度

(mヮ/mη )

測 定 値

(ng/mη )

Fe含有量

舘g/mの

Fe含有量

平均値

(ng/m9)

1.上顎左狽」      ①

l.上顎左側、大歯

②

1 1174.0 1174.0

1102.2

1 1030.4 1030.4

①

　

②

2。 上顎右側、側切歯

1 845.2 845.2

847.9

1 850,7 850.7

3.古照 6次  SK-57
*上顎左側、大歯が

発見された所の上

①

②

5 1080.1 0

195。 2

5 871.8 174.4

4.古照 7次  SK-8
*上顎右側、恨I切歯が

発見された所の上

①

②

5 729,3 145.9

132.4

5 594.9 119.0

①

　

②

5。 古照 7次  SK-8
*1991. 12. 13

10 410.8 41.1

51.3

10 614.6 61.5

①

　

②

6.古照 7次  SK-6
5 414 82.8

102.3

5 609.7

①
7。 古照7次  SK-15
*1991.12.16     ②

10 850.8 85 1

82.4

10 798.0 79.8

①

　

②

8.対照歯 上顎左側、中切歯

10 0.7

04

10 0.1

①

9.対照歯 上顎左側、側切歯

*おはぐろした歯    ②

10 525.0 52.5

48.0

435,7 43.5

表 十 分析結果表
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4.結論

土筑墓から発見された歯及び歯が発見された周囲の上.め鉄 (Fe― )の分析及
―
び定量を行つ亀

~ 
その結果、■萌墓め葛発見きれだ上顎左側丈首及ぴ主顎471RIJfRI切歯拒郷 てヽ

|、

荒つ他の試料
~ ~~ ~

より多くの鉄が認められた,。 (古照造跡第6次調査S iK-57と 比較して約■倍～5倍、おは

金ろし―だ対照の歯七比較tで約17■20椿 )

陣の鉄がおはぐろ由来のものかどうかを特定する事はできないが、有川らは、おは←ろが

歯の表面を被覆するぼかりでなく琺螂質に浸透する事を報告している。  _

【参考文献】

4石川融・ 溝野晃―・小松多嘉子,相三衛
「

鈴木雅晴 `H消八郎―
:「ォハグ

'に
関すな研究 (VI)浸透性にう

いてJ―

1歯科学報コ864巻第9号 (ユ38)、 1964
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Ⅶ-3 古照遺跡 7次調査の土坑に残存す

帯広畜産大学生物資源化学科 教授

棚 ズコーシャ総合科学研究所

る脂肪の分析

中野 益男

中野 寛子、明瀬 雅子、

長田 正宏

動植物を構成 している主要な生休成分にタンパク質、核酸、糖質 (炭水化物 )お よび脂質

(脂防・油脂)がある。これらの生体成分は環境の変化に対 して不安定で、圧力、水分など

の物理的作用 を受けて崩壊 してゆ くだけでなく、上の中に住んでいる微生物による生物的作

用によっても分解 してゆ く。これまで生体成分を構成 している有機質が完全な状態で遺存す

るのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考え

られてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在 していたこと(1)、 古代遺跡か ら出土 した

約 2千年前の トウモロコシ種子(妙 、約 5千年前のハーゼルナ ッツ種子(0に 残存する脂肪の脂

肪酸は安定 した状態に保持 されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的

安定 した状態で千年・万年 という長い年月を経過 しても変化 しないで遺存することが判明し

た(4)。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分 を指 している。脂質はさらに構造的な違いに

よって誘導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成 している主要

なクラス (種 )が脂肪酸であ り、その種類、含量 ともに脂質中では最 も多い。その脂防酸に

は炭素の鎖がまっす ぐに延びた飽和型 と鎖の途中に二重結合 をもつ不飽和型がある。動物は

炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多く持つ というように、動植物の

種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロールについても、動物性のものはコレステロー

ル、植物性のものはシ トステロール、微生物はエルゴステロール というように動植物に固有

の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成 している脂肪酸組成 と現

生動植物のそれとを比較することによって、日に見える形では遺存しない原始古代の動植物

を判定することが可能である。

このような出土遺構 。遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」 という。

この「残存脂肪分析法」を用いて古照遺跡 7次調査で出土 した土坑の性格を解明しようとし

た。

1.土壊試料

愛城県松山市に所在する古照遺跡の 7次調査の中で、人骨が出土 している土坑 SK-8は
15世紀後半か ら16世紀のもの、土坑 SK-15は 14世紀か ら15世紀のものと、それぞれ推定さ
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れている。これらの上坑内外の土壌試料を分析に供 した。各土坑の配置状況 と土坑内外での土

壌試料採取地′くを図 1に示す。土坑 SK-15内 の中央か ら試料1¶ol、 中央下層か ら試料No 2、

土坑 SK-8内 中央東寄 りから試料No 3、 土坑 SK-8外 西肩か ら試料1ヾo4、 対照試料 とし

てこれらの上坑か ら離れた地ソくのⅥ層から試料No 5を それぞれ採取 した。

2.残存脂肪の抽出

土壌試料918g～ lo18 gに 3倍量の クロロホルムーメタノール (2:1)混 液 を加 え、超

音波浴槽中で30分間処理 し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残澄に再度 クロロホルム

ーメタノール混液を加え、再び30分間超音波処理 をする。この操作 をさらに 2回繰 り返 して

残存脂防を抽出した。得 られた全抽出溶媒に 1%塩化バ リウムを全抽出溶媒の 4分の 1容量

加え、クロロホルム層 と水層に分配 し、下層のクロロホルム層を濃縮 して残存脂防を分離した。

残存脂肪の抽出量を表 1に 示す。抽出率は0.0010～ 0.0122%、 平均0.0041%で あった。こ

の値は全国各地の遺跡から出土 した土壌試料の平均抽出率0.0010～ 0.0100%の 範囲のもので、

同じ松山市内の若草町遺跡か ら出土 した土壌試料の平均抽出率0.0019%(働 |こ 近 く、来住廃寺

15次調査の試料の平均抽出率00515%(6)よ りは低いものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマ トグラフィーで分析 した結果、脂肪は単純脂質か ら構成され

ていた。このうち遊離脂肪酸が最 も多く、次いでグリセロール と脂肪酸の結合 した トリアシ

ルグリセロール (ト リグリセ リド)、 ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長

鎖炭化水素 も存在 していた。

3.残存脂肪の脂肪酸組成

分離 した残存脂肪に 5%メ タノール性塩酸を加え、125℃ 封管 中で 2時間分解 し、メタノ

ール分解によって生成 した脂肪酸メチルエステルをクロロホルムで分離 し、ヘキサンーエチ

ルエーテルー酢酸 (80:30:1)ま たはヘキサンーエーテル (85:15)を 展開溶媒 とするケ

イ酸薄層 クロマ トグラフィーで精製後、ガスクロマ トグラフィーで分析 した(D。

残存脂肪の脂防酸組成を図 2に 示す。残存脂肪か ら10種類の脂肪酸を検出した。このうち

パル ミチン酸 (C16:0)、 ステア リン酸 (C18:0)、 オレイン酸 (C18:1)、 リノール酸

(C18:2)、 アラキジン酸 (C2010)、 ベヘン酸 (C22:0)、 エルシン酸 (C22:1)、 リ

グノセ リン酸 (C24:0)、 ネルボン酸 (C24:1)の 9種類の脂肪酸をガスクロマ トグラフ

ィーー質量分析により同定 した。

各試料中での炭素数 18ま での中級脂肪酸の分布割合について見てみると、いずれの試料中で

も主要な脂防酸はパル ミチン酸で約45～ 61%分布 していた。次いでステア リン酸、ォレイン

酸の順に夕く分布 しているのが試鶴 _3と No 5、 ステア リン酸 とオレイン酸がほぼ同量分布

しているのが試料No lと No 2、 逆にオレイン酸、ステア リン酸の順に多く分布 しているのが
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試料No 4であった。一般に考古遺物にはパル ミチン酸が多く含まれている。これは長い年月

の間にオレイン酸、 リノール酸 といった不飽和脂肪酸の一部が分解 し、パル ミチン酸が生成

するためで、主 として植物遺体の上壌化に伴 う腐植物か ら来ていると推定される。他にオレ

イン酸の分布割合の高いもの としては、動物
′
1生脂防 と植物

′
1生脂防の両方が考えられ、植物

′
1生

脂防では特に根、茎、種子に多く分布するが、動物
′
1生脂肪の方が分布割合は高い。またステ

ア リン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的夕く分布 している。一般に 5試料中では試料No 3

に見られる谷状の脂防酸組成パターンが、試料中に動物性脂防が残存 している場合の典型的

なものである。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭

素数20以上のアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセ リン酸などの高級脂肪酸はそれら 3つ の合

計で、土坑 SK-15内 で約15～ 19%、 土坑 SK-8内 外で約21～ 26%、 対照試料配 5で約38

%分布 していた。通常の遺跡出土土壌中の高級脂肪酸の含有量は約 4～ 10%であるか ら、す

べての試料中で高級脂肪酸が分く分布 していたといえる。特に通常土坑内外の残存物の影響

を受けていない場合には、対照試料は単なる植物腐植土の脂肪酸組成パターンを示 し、高級

脂肪酸が多く含まれることは稀であるが、今回は土坑 SK-8外 の試料1ヾo4で約21%、 対照

試料1ヾo5で約38%と 多量に高級脂肪酸が分布 していた。試料No 4は 土坑 SK-8の 外ではあ

るが、西肩の上坑に非常に近い所であり、試料No 5も 土坑外ではあるが、この地′点から15～

5mく らいの所には他の土坑が点在 しているため、それらの地域が持つ特徴の影響 を受けて

いるかまたは土坑のようなものの存在の可能性 も考えられる。また今回の分析試料中には通

常の試料中でよりも夕くのベヘン酸が分布 していた。特に試料No 5で のベヘン酸含量は約23

%と いう夕いものであった。べヘン酸は哺乳動物の肝臓、腎臓、牌臓等の臓器に多く見られ

るので、動物遺体の存在 を知 る重要な指標脂肪酸である。

以上のことから、いずれの試料中にもパル ミチン酸が主要な脂肪酸 として含まれているこ

と、また高級脂肪酸含量 もすべての試料中で高いことから、試料中には植物性脂肪よりも動

物′性脂肪の方が分く分布 している可能性があることが判明した。

4.残 存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80i30:1)を 展開溶媒 とす

るケイ酸薄層 クロマ トグラフィーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸 (1:1)を 窒素気

流下で反応させてアセテー ト誘導体にしてからガスクロマ トグラフィーにより分析 した。残存脂

肪の主なステロール組成を図 3に 示す。残存脂肪から12～ 17種類のステロールを検出した。

このうちコレステロール、エルゴステロール、カンペステロール、スチグマステロール、シ ト

ステロールなど 7種類のステロールをガスクロマ トグラフィーー質量分析により同定 した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは土坑 SK-15内 試料で
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約 9～ 11%、 他の土坑 SK-8内 外 とⅥ層対照試料で約 3～ 6%分布 していた。通常一般的

な植物腐植土中にもコレステロールは 4～ 8%分布 している。従って、土坑 SK-15内試料

中のコレステロール含量は通常の植物腐植土中のそれよりもやや分いといえる。

植物由来のシ トステロールはすべての試料中で約 8～ 14%分布 していた。通常の遺跡出土

土壌中にはシ トステロールは30～ 40%も しくはそれ以上に分布 しているので、試料中のシ ト

ステロール含量は少ないといえる。

クリ、クル ミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、すべての試

料中でカンペステロールが約 3～ 5%、 スチグマステロールが約 4～ 7%分布 していた。通

常の遺跡出土土壌中にはカンペステロール、スチグマステロールは 1～ 10%分布 している。

従って、試料中に含まれているこれらのステロールは一般的な植物腐植土 と同程度 といえる。

微生物由来のエルゴステロールは土坑 SK-15試 料No lと No 2で 9%前後、土坑 SK-8

内試料No 3で約 5%分布 し、土坑 SK-8外 試料No 4と Ⅵ層対照試料No 5で は検出されなか

った。通常土壌微生物による自然酸酵があった場合には、エルゴステロールは 5%程度含ま

れているので、試料No lと No 2で その含量が若干多いのは周辺に糖質の高い植物遺体が分布

していたか、土壌微生物による自然酸酵がかな り進んでいたかのいずれかが考 えられ、人為

的に微生物を添加 した場合の値(8)よ りはかな り低いので、その可能性はないと推測される。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは土坑 SK-15試料No l

とNo 2で約 2～ 4%、 土坑 SK-8内 試料No 3で約27%、 Ⅵ層対照試料lm 5で約 14%分布し、

土坑 SK-8外 試料No 4では検出されなかった。コプロスタノールは一般的な遺跡試料中で

は分布 していても約 1%く らいで、通常は殆 ど検出されない。従って、土坑内試料No 3と Ⅵ

層対照試料Nα 5の試料採取地点付近には多量の動物性脂防が残存 してお り、特に高等動物の

内臓の うち腸部分が存在していた可能性が推測される。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシ トステロールの分布比の指標値は土

装で06以上(9)、 土器 。石器・石製品で08～ 23.5を とる(10、 11)。 また、コプロスタノールと

コレステロールの分布比の値か らは動物種が半」定できるQ動。試料中のコレステロール とシ ト

ステロールの分布比 とコプロスタノールとコレステロールの分布比を表 2に示す。表か らわ

かるように、コレステロール とシ トステロールの分布比は土坑 SK-15と SK-8内 の 3試

料が0.6以上 を示 し、土坑 SK-8外 試料No 4が0.3、 Ⅵ層対照試料Nα 5が約0.6を 示した。ま

たコプロスタノールとコレステロールの分布比は土坑 SK-8内 試料No 3が488、 Ⅵ層対照

試料No 5が263を 示 した。通常 コプロスタノールとコレステロールの分布比は平均、ヒト男

性で4.25、 ヒト女性で2.75である。従って、試料No 3の イ直はヒト男性に、試料配 5の値はヒ

ト女性に近いといえる。

以上のことから、土坑 SK-15内 試料No lと No 2は コレステロール含量がやや 多く、土坑

SK-15と SK-8内 の試料はヨレステロールとシ トステロールの分布比が06以上を示すこ
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とから、これらの 3試料中には動物遺体が残存 している可能性があることがわかった。また

コプロスタノールとコレステロールの分布比から土坑 SK-8内 試料No 3は ヒ ト男性、Ⅵ層

対照試料随 5は ヒト女性の値に近いことも判明した。コプロスタノール含量は少量でもコプ

ロスタノーノ助 検ヾ出されたということは、土坑に遺体が直接埋葬されたことを示唆 している。

5。 脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化 し、重回帰分析により各試料間の相関係数 を求め、こ

の相関係数 を基礎にしてクラスター分析 を行って各試料間の類似度を調べた。同時に同 じ愛

城県松山市内の遺跡で出土土坑にヒ ト遺体 を直接埋葬 したと判定 した来住廃寺15次調査(0、

出土土装 を土墳墓 と判定 した兵庫県寺 田遺跡tO、 出土土器を幼児埋葬用甕棺 と判定 した静 岡

県原川遺跡10、 同じく出土土器 を甕棺 と判定 した群馬県井出遺跡10、 出土土器をヒ ト遺体 を

埋葬 した埴輪棺 と判定 した東京都陣屋 6号墳10、 出土土獲 を再葬墓 と判定 した宮城県招萩遺

跡QOお よび人間の骨油試料に残存する脂肪酸の類似度 とも比較 した。

各試料間の脂防酸組成の類似度 をパターン間距離にして表 した樹状構造図を図 4に示す。

図か らわかるように、古照遺跡 7次調査の上坑 SK-15と SK-8内 試料No l～ No 3お よび

土坑 SK-8外 試料No 4は 先の来住廃寺15次調査の試料 と共に相関行列距離005以内でA群

を形成 し、互いに非常によく類似 していた。古照遺跡 7次調査のⅥ層対照試料No 5は 原川遺

跡、井出遺跡、寺田遺跡、陣屋 6号墳の試料 と共に相関行列距離0。 16以 内でB群を形成 し、

互いに類似 していた。これらA、 B群は同 じく相関行列距離016以内で互いに類似 していると

いえる。骨 と直接関わる招萩遺跡、人間の骨油試料はそれらのみで C群 を形成 し、 A、 B群

とは相関行ア1距離で0.4以上離れてお り、類似 しているとはいえなかった。

以上のことから、古照遺跡 7次調査の試料はすべてヒト遺体を直接埋葬 したと推定 され る

試料 とよく類似 してお り、それ らの土坑にはヒ ト遺体 を埋葬 した試料 と類似の脂肪が残存 し

ていることがわかった。

6.脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂防の脂肪酸組成か ら種 を特定す るために、中級脂肪酸 (炭素数 16の パル ミチン酸か

ら炭素数 18の ステア リン酸、オレイン酸、 リノール酸まで)と 高級脂肪酸 (炭素数20のア ラ

キジン酸以上 )と の比をX軸に、飽和脂肪酸 と不飽和脂肪酸 との比をY軸にとり種特異性相

関を求めた。この比例配分により第 1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神

経組織、臓器等に由来する脂肪、第 1象限か ら第 2象 限の原点から離れた位置にヒ ト胎盤 、

第 2象限の原点か ら離れた位置に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布 す

る。第 2象限から第 3象限にかけての原点付近に植物 と微生物、原点か ら離れた位置に植 物

腐植、第 3象限から第 4象限に移る原点か ら離れた位置に海産動物が分布する。
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土壌試料の残存脂肪か ら求めた相関図を図 5に示す。図からわかるように、土坑 SK-15

とSK-8内 外の試料No l～ No 4は 第 2象限内に分布 し、A群 を形成 した。Ⅵ層対照試料No

5は単独でB群 を形成 し、第 1象限内の Y軸上で原点か ら遠 く離れた位置に分布 した。試料

No 5の 分布位置は試料中に高等動物の臓器等の特殊な部分の脂肪が残存していることを示唆

してお り、他の試料の分布位置は試料中に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪が残存 し

ていることを示唆 している。

7.総括

古照遺跡 7次調査で出上 した土坑の性格 を判定するために、土坑内外の上壌試料の残存脂

防分析を行った。残存する脂肪酸分析の結果、動物由来か植物由来かは明確には判定できな

いが、主要な脂肪酸はパル ミチン酸で、高級脂肪酸含量 もすべての試料中で高いことか ら、

試料中には植物
′
1生脂肪よりも動物性脂肪の方が多く分布 している可能性があることがわかっ

た。

脂肪酸組成の分布に基づ く数理解析の結果、古照遺跡 7次調査の試料はヒト遺体 を直接埋

葬 したと推定される試料 と類似 していることがわかった。

残存するステロール分析の結果、試料No 3～ No 5の コレステロール含量 と高級脂肪酸含量

の結果が一致 していないが、コレステロール含量の少ない試料No 3と No 5に はコプロスタノ

ールが多く含まれてお り、土坑 SK-8外 試料No 4を 除 くすべての試料中に動物遺体が残存

している可能‖生があることがわかった。特に、土坑 SK-8内 試料No 3の 採取位置付近には

ヒト男性、Ⅵ層対照試料No 5の 採取位置付近にはヒト女性の遺体に関わる脂防が残存 してい

たこともわかった。土坑 SK-8外 試料No 4は ステロール分析 と脂防酸分析および解析の結

果が一致 しなかった。

以上の成績から、古照遺跡 7次調査で出土 した土坑 SK-15と SK-8に はヒ ト遺体 を直

接埋葬 した場合に類似の脂防が残存 していることが半」明した。特に土坑 SK-8に はヒ ト男

性、Ⅵ層対照試料1ヾo5の採取地フ点付近にはヒト女性の遺体に関わる脂肪が残存 していたこと

がわかった。対照試料である試料No 5か らもヒト遺体を直接埋葬 した場合 と類似の脂肪が検

出されたのは、試料No 5の 採取地′iが土坑周辺一帯の持つ性格の影響 を受けているため と思

われる。今回コプロスタノールが明瞭に検出された土坑 SK-8に は一体分の人骨が存在 し

ていた。骨学的な所見によれば、土坑 SK-8の それは女性的要素のある人骨 と推定 されて

いる。 しか し、土坑 SK-8の 試料の残存ステロール分析によるコプロスタノール とコレス

テロールの分布比からは、土坑内に残存する脂肪は男性に関わるものと推定された。土坑 S

K-8の骨学的な所見との相違については、今後更に検討を加えてみる必要があろう。
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表 1 上壌試料の残存脂肪抽出量

試鵡 _ 謡 名 湿重量 (g― ) 全脂質(略) .抽出率(%)

1

2

3

4

5

SK-15内中央

SK-15 内中央下層

SK一 s 内中央束寄り

SK-8 外西肩
―

VI層対霜試料

987.3

1017.6

.969,6

918‐ 12

1005,7

9,4

10,3

118,4

48.2

10,4

0.0010

0,0019

0.o122

o,0052

010010

表2 試料中に分布するステロールの割1合

コプロスータ

試料血   ノー,レ

(%)

ヨレステロ ントステロ
ー ル    ー ル

(%)   (%)
ロー

'/ン トス タノール/コ レス
ア ロー ル テロール

コ レ ス ア コプ ロス

1

2

3

4

5

2.45

3_55

26,187

1.4.08

11.42

9,37

5,51

3.38

5.36

12.44

14.10

7.52

10,43

9136

0,92

0.66

0,73

0,32

0.,57

0.21

0,88

4,88

0

2t63
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Ⅶ-4 植物珪酸体 (プラン ト・ オノ{―ル)分析

古環境研究所 杉  山 真 二

1. はじbう に

この調査は、植物珪酸体 (プ ラン ト・オパール)分析を用いて、古照遺跡第 7次調査 (A

地区)におけるイネ科栽培植物の検討、および遺跡周辺の古植生・古環境の推定 を試みたも

のである。

2.試料

古照遺跡第 7次調査 (A地 区)の上層は、 I層 ～ⅥⅢ層に分層された。このうち、Ⅵ層上面で

は小畦畔が検出され、水田跡の可能性が考 えられていた。また、H層 は旧耕作上であ り、ⅥI

層は11世紀～12世紀の遺物包含層 とされていた。試料は、H層 ～Ⅵl層 について、各層ごとに

5～ 10cm間 隔で採取された (図 1)。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、「プラン ト・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をもとに、

次の手順で行った。

(1)試料土の絶乾 (105℃ 。24時 間 )、 仮比重測定

(動試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μm、 約0.02g)

※電子分析天汗により1万分の lgの精度で秤量

(0電気炉灰化法による脱有機物処理

笠)超音波による分散 (300W。 42 KHz。 10分間 )

(5)沈底法による微粒子 (20μШ以下 )除去、乾燥

(0封入剤 (オ イキット)中 に分散、プレパラー ト作成

(7)検鏡 。計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸体 (プ ラン ト・オパール)を おもな対象 とし、

400倍 の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300～ 400以上になるまで行っ

た。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズイ固数

に、計数 された植物珪酸体 とガラスビーズ個数の比率 をかけて、試料 lg中 の植物珪酸体個

数 を求めた。

また、この値に試料の仮比重 (1.0と 仮定 )と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

た りの植物体乾重、単位 :105g)をかけて、単位面積で層厚 l Cmぁ た りの植物体生産量 を

算出した。換算係数は、イネは赤米、ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキの値 を用いた。そ
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の値は、それぞれ2.94(種実重は1,03)、 6.31、 1.24である (杉 山・藤原、1987)。 タケ亜科

については数種の平均値を用いて葉身重を算出した。メダケ属 (ネザサ節以外)は 0.08、 ネ

ザサ節は0.24、 クマザサ属は0.22である (杉 山、1987)。

4.分析結果

各試料から検出された植物珪酸体の分類群と検出個数を表 1・ 2お よび図 2に 示す。なお、

古照遺跡第 7次調査 (A地区)については稲作跡の検証および探査が主目的であるため、同

定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキやチガヤなどが含まれる)、

キビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。図版に各分類群の顕微鏡写真

を示す。なお、タケ亜科の細分は杉山 (1987)に よった。

5。 考察

a.稲作跡の検証および探査

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体が試料 lgあ たりお

よそ5,000イ固以上 と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高い

と判断している。また、その層に植物珪酸体密度のピークが認められれば、上層から後代の

ものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確実な

ものとなる。以上の判断基準にもとづいて、稲作の可能性について検討を行った。

古照遺跡第 7次調査 (A地区)では、Ⅱ層からⅥⅡ-2層 までの各層について分析を行った。

その結果、III b層 を除くすべての試料から、イネの植物珪酸体が検出された (図 2)。 この

うち、H層 (旧耕作土)に ついては比較的最近の水田耕作に由来するものと考えられる。小

畦畔が検出されたⅥ層では、密度が4,600イ回/gと 比較的高い値であり、明瞭なピークが認め

られた。また、Ⅳ a層 、Ⅳ b層、ⅥI層 (11世紀～12世紀 )、 Ⅵl-1層の各層でも、密度が5,000

個/g以上 と高い値であり、それぞれ明瞭なピークが認められた。したがって、これらの層で

稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。その他の層では、密度が600～ 1,900イ固/gと

低い値であることから、稲作の可能性は考えられるものの、上層や他所からの混入の危険性

も否定できない。

b。 稲祝の生産量の推定

稲作が行われていた可能性が高いと判断された各層について、そこで生産された稲叔の総

量 (単位 :kg/∬ )を算出した。また、当時の稲粗の年間生産量を面積 l m2ぁ たり0.lkg(lo

aあ たり100kg)と し、稲わらがすべて水田内に遠元されたと仮定して、各層で稲作が営なま

れた期間を推定した。これらの結果をまとめて次表に示す。
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表3 稲親生産総量および稲作期間の推定値

離 森巨掩暴
―
臀て鷲耳 備考

IV a       5‐ `.3      53

lV b     lち .2    1152

Ⅵ      7.■     71    小畦畔検出

Ⅵ1     14-.4   144    11世 紀～12世紀

VII-1    6_9     69

6。 まとめ

古踏遺跡第7次調査 (A地区)では、IH層 ～VIll層について分析を行った。その結果、小嘘

畔が検出されていたⅥ―層ではイネの植物珪酸体が多量に検出され、同層で稲作が行われてい

たことが分析的に検証された。また、IV a― 層やⅣ b―層、Vll層 (11世紀～12世紀)卜 Ⅷ-1唐
の各層でも、稲衛 1石われていた可諧性が高いと判断された。

【参考文献】

キ杉山真二.1987.夕す弾帥勘ル端働細胞珪雛 重土竹類植物園報告、第針号 ,70-83:

著杉 山真二 ,藤原宏志.1987,川 Hi市赤山障屋跡遺跡にお1す る|プ ラント"ォオ,学″分析.赤山一昔環境編―
|

州口市違跡調査会報告(第10集.第1=郷&
キ藤原宏ま i19お.プラント・オブN・―メレ分析法の雛 的研究 (→ ―頚施ゴイネ科期 の珪酸体標本ど寇量

分析法―.考吉挙を自然科学、O=15-拗→
モ藤原宏乱 19イ0,デラント,オパニル分析法の基礎的研究 13)一福岡,板付遺跡 ◆夜日式)水日および群

馬・直高遺跡 (弥生時代)水田にお1するイネ 10.sattivaし

'生

産総量の推定一.考苦学と自然科学、12129

‐41.

I藤原宏志 ,杉山真二.198生 プラント・オフX・―ル分析法の基礎釣研究 15)一 ヂテント・オ′やiル分析に |よ

る永H址の探査―.考古学と自
.然
科学、17i73-85.
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図 2 イネのプラン ト・ オパールの検出状況

2万 個/g

表 4 植物珪酸体 (プラント・オパール)の顕微鏡写真

(倍率はすべて400倍 )

No 分 類 群 地 点 試料名

1

2

3

4

イネの概殻 (穎の表皮細胞)

ジュズダマ属

不明タイプ (ウ シクサ族類似 )

タケ亜科Alaタ イプ (ネ ザサ節など)

A地区  ⅥI

A地区  V
A地区  Ⅳ a

A地区  ⅥI

【

Ⅲ a

Ⅲ b

Ⅳ a

Ⅳ b

V

Ⅵ

Ⅶ

塩
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図 3 植物珪酸体 (プ ラン ト・ オパール)の顕微鏡写真 I
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図 4 植物珪酸体 (プラン ト・ オパール)の顕微鏡写真 II

4

100 μ m
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Ⅶ-5 古照遺跡第 7次調査 (A地区)の花粉分析

古環境研究所 杉 山 真 二

1,試料

試料は、V層、Ⅵ層、ⅥI層 、Ⅷ-1層 、Ⅷ-2層 および SK-23の計 6点である。V層 は

暗緑灰色の シル ト質細砂、Ⅵ層は暗緑灰色シル ト、ⅥI層 は黒褐色の砂質シル ト、Ⅷ-1層は

灰白色砂、Ⅷ-2層 は暗緑灰色シル トであり、 SK-23は炭混 じりの灰色細砂である。いず

れの試料 も肉眼では植物遺体が観察されず、著 しい土壌生成作用による分解をうけているか、

堆積速度の速い堆積物のどちらか とみられる。

2.方法

試料には以下の順で物理化学処理を施 した。

a)5%水 酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

b)水洗した後、0.5 mmの舗 で礫などの大きな粒子 を取 り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去

を行 う。

c)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

d)水洗した後、氷酢酸によって脱水 し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:1濃 硫酸のエル

ドマン氏液を加え 1分間湯煎)を施す。

e)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行 う。

f)沈澄に石炭酸フクシンによって染色を行い、グリセ リンゼ リーで封入してプレパラー ト

を作製する。

以上の物理・化学処理間および水洗は遠心機によって1500どpm。 2分の遠心分離によって上

澄みを捨てて行った。

検鏡はプレパラー ト作製後、生物顕微鏡によって300～600倍 によって行 った。結果は同定

レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類され、その際学名は属名ま

でで表 した。複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示 した。イネ属に関し

ては、表面模様 。大きさ 。孔・表層断面の特徴か ら分類 したが、個体変化や類似種 も存在す

るため、イネ属型 とした。

3.結果 と所見

分析結果は花粉遺体一覧を表にして示 した。花粉の含有量が少なかったので全プレパラー

トにわたり検鏡を行ったが、比較的花粉量のあるSK-23の みしか花粉組成図に示 し得なか

った。主要な分類群は写真に示したが、花粉粒の含有密度が低いうえ分解が著 しく傷んだも
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のが多いため、代表的なものしか写真に撮れなかった。また、写真に示 したように不透明な

炭化物が多く含まれていた。これらの存在は、やや乾燥 した分解の著しい土壌生成作用を示

すものである。

SK-23では、草本花粉の占める割合が多く、特に草本のイネ科 とチ ドメグサ属が優占す

る。他にもアカザ科―ヒユ科・ヨモギ属・タンポポ亜科 。キク亜科が一定量検出されるのが

特徴である。また、イネ属型も少なくない。樹木花粉では、マツ属複維管束亜属 (ニ ヨウマ

ツ類)が最 も多く、クリーシイ層―マテバシイ属・コナラ亜属・アカガシ亜属が伴われる。

以上から、環境を推定すると、チ ドメグサ属・アカザ科―ヒユ科 。ヨモギ属・タンポポ亜

科・キク亜科はいずれもやや乾燥した環境を好み人里や畑地に多いため、周囲は人里または

畑地の環境であったとみられる。畑作物としては、ソバ属の花粉が検出されている。他の畑

作物は花粉量が少なかったり、同定階級から花粉分析には反映されにくい。また、イネ属型

も少なくないため、水田も存在していたとみられるが、水湿地植物の花粉が出現しないこと

から、用水によって夏場のみ水を引く乾田であったと推定される。樹木花粉が少ないため、

周囲はかなり開けた景観であり、後背の山地にマツ林を主とする森林が分布していたと推定

される。

V層 、Ⅵ層、ⅥI層 、ⅥⅡ層からほとんど花粉遺体が検出できなかったのは、前述した不透明

な炭化物が示唆するように、やや乾燥した分解の著しい土壌生成作用によるもので、畑地や

生活面あるいは冬場に乾燥する乾田などの環境であったと推定される。

―- 32 -―



分類群 試料

学名 和名 VⅡ  Ⅷ① Ⅷ② SK-23

Arboreal pollon

A心デθs

rs堅,

′√,v∫ subgen. ′yp′ο汀//0,

れ「J?ど ,trrデ D

ras′コ″,「 ε♂∫″IP●PSデ,PPs効√♂

ptF,′αrS subgen. を。,デ Jpわ,ノ fprPvs

Ftrθrrrls subgen, つ′
rノっわtP/,卵デ∫

r//m手 みを,陸

樹木花粉

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属 (ニ ヨウマツ類)

スギ

クリーシイ属―マテバシイ属

コナラ属コナラ亜属 (ナ ラ類 )

コナラ属アカガシ亜属 (カ シ類 )

ニレ属―ケヤキ

l

l

19

1

7

4

9

1

ArborealttNonarboreal pollen

Moraceae― Urticaceae

樹木+草本花粉

クワ科―イラクサ科

Nonarboreal pollen

other Cranineae

,「ァz, type

Cyperaceae

other Polygonum

rbFぃ,yrua

Chenopodiaceae―Amarantllaceae

Caryophyliaceae

Cruciferae

Hydrocotyle

Lactucoideae

other Asteroideae

】′ど,,′ ,デ♂

草本花粉

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

タデ属

ソパ属

アカザ科一ヒユ科

ナデシコ科

アプラナ科

チドメグサ属

タンポポ亜科

キク亜〔斗

ヨモギ属

6

2

1

52

35

5

2

6

2

5

57

7

4

13

i

Fern spore

Monolate type spore

Trilate type spore

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

7

9

16

2

53

1

3

4

53

2

10

12

4

4

1

43

4

188

235

6

5

1 11
3  2

6

3

Arboreal pollen

Arboreal+Nonarboreal pollen

Nonarboreal pollen

Total pollen

Unknom pollen

Fern spore

樹木花粉

樹木+草本花粉

車本花粉

花粉総数

未同定花粉

シダ植物胞子

表 1 花粉遺体一覧
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シ ダ 植 物 胞 子

一 尋
樹 木 花 粉

ヨ モ ギ 属

キ ク 亜 科

タ ン ポ ポ 亜 科

チ ド メ グ サ 属

ア ブ ラ ナ 科

ナ デ シ コ 科

ア カ ザ 科 ― ヒ ユ 科

ソ バ 属

タ デ 属

カ ヤ ツ リ グ サ 科

イ ネ 科

ク ワ 科 ― イ ラ ク サ 科

ニ レ 属 ― ケ ヤ キ

ヨ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属

コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属

ク リ ー シ イ 属 ― マ テ バ シ イ 属
ス ギ

↑ 百 ウ マ ツ 類 ）
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ツ ガ 属

て ヽヽ 属
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図 2 顕微鏡写真 I
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図 3 顕微鏡写真H
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Ⅶ-6 A地 区下層他のプラント・オパール分析

古環境研究所 杉 山 真 二

1.は じめに

この調査は、プラント・オパール分析を用いて、古照遺跡第 7次調査 (A地区)の下層他

における稲作跡の探査を試みたものである。

2.試料

試料は、用水施設 (第 1分冊、第 3図 、P9参照)工事立ち会いに際して採取された試料

A(黒褐色粘質砂 )と 試料 B(緑灰色砂質土 )、 および第 7次調査 (A地区)下層で採取され

た試料No l(緑灰色シル ト)の計 3点である。

3.分析法

プラン ト・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 を

もとに、次の手順で行った。

(1)試料上の絶乾 (105℃ 。24時間 )

(2)試料土約 lgを汗量、ガラスビーズ添加 (直径約40μm、 約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

(3)電気炉灰化法による脱有機物処理

他)超音波による分散 (300W・ 42 KHz。 10分間 )

(0沈底法による微粒子 (20μm以下)除去、乾燥

(6)封入剤 (オ イキット)中 に分散、プレパラー ト作成

(η検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラン ト・オパール (以下、プラン ト・オパールと略

す )を おもな対象 とし、400倍 の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以

上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料 lgあ た りの

ガラスビーズ個数に、計数されたプラン ト・オパールとガラスビーズイ固数の比率 をかけて、

試料 lg中 のプラン ト・オパールイ固数 を求めた。

4.分析結果

プラント・オパール分析の結果を表 1に 示す。なお、稲作跡の検証および探査が主 目的で

あるため、同定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキやチガヤなど

が含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定 した。
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表J A―地.区下層絶.に おけるプラント・ オバール分析結果

(単位 :慨/g)

試料名|   イネ   ヨン属   夕ヶ重料   ,シ クサ族   キビ族

A     0     0     2,200      o      o

!B         O         10         3,.500           0           0

N91       0       0       2-,200         0         0

S,所見

試料A(黒褐色粘質明 .試辞B(線尿色砂質上)、 試料聴I(緑灰色ラルト)について分

析を行った結果、イネのプラント・オパ■ルはいずれの1試勒 らヽ 検ヽ出毒れ.なかった。した

がって、これらの試料が採取された層準に|おいて稲作が行われた可能性は考―え維い。

な試料からは夕ヶ亜料が検出さ絶たが、プラント■オパール密度はいずれも比較的低しヽ値

であるとまた、その
1他

のi分類群もほとんど1検出されなかっ|た
.。 これらのこと|か ら、各試料が

採取された層準は比較的短期1間に推積した式畿 離が考えられる。

【参考文献】

#藤原宏
―
嵐 1976.プラント・オパ‐ル分析法り基礎的研究(0‐毅糧イネ料栽培櫨物の珪酸体標本と定量分

析法―.考古学と自1然科学、勢:15-20.

■―藤原宏志11979,デヲシト,オパール分析法の基礎的碓究①‐福飼1根付遺跡(夜目式う永口おなび群1馬 ・

日高速跡(弥上時代)水Hにおけるイネ(0.sativa二 )生産総量の推定■..考古学と自然科学、12129‐41.
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Ⅶ-7 古照遺跡第 7・ 8次調査他の花粉分析

古環境研究所 杉 山 真 二

1.試料

試料は、用水施設工事立ち会いに際して採取された試料A(黒褐色粘質砂 )と 試料B(緑

灰色砂質土 )、 および第 3次上層調査 B地区の SK-2(土 坑 )か ら採取 された灰層 (試料 S

K-2と する)の 3点である。

試料 Aは還元色である緑灰色 をやや呈し、洵汰の良いよくしまった細砂である。試料 Bは 、

同じく還元色を呈 し、洵汰の良いよくしまったシル トである。試料 SK-2は 黒色から灰色

の混 じりあう細砂ないしシル ト質の堆積物で、炭の微細片と灰を多く含む。

2.方法

試料には以下の順で物理化学処理 を施 し、花粉遺体 を分離抽出した。

a)5%水 酸化カリウム溶液を加 え15分間湯煎する。

b)水洗した後、0.5mmの舗で礫などの大 きな粒子 を取 り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を

行 う。

c)25%フ ッ化水素酸溶液を加 えて30分 間放置する。

d)水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:1濃 硫酸のエル

ドマン氏液を加 え 1分間湯煎 )を施す。

e)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行 う。

f)沈澄に石炭酸フクシンを加 えて染色を行い、グリセ リンゼ リーで封入してプレパラー ト

を作製する。

以上の物理・化学処理間および水洗は、遠心機により1500rpm 2分 の遠心分離によって上澄

みを捨てて行った。なお、本遺跡の試料については花粉粒を沈澱法で再処理 した。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに、生物顕微鏡によって倍率300～ 600倍で行った。結果は

同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類され、その際学名は属

名までを表 した。複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示 した。イネ属に

関しては、表面模様 。大 きさ 。孔 。表層断面の特徴から分類 したが、個体変化や類似種 も存

在するため、イネ属型 とした。

3.結果 と所見

試料 A、 試料 B、 試料 SK-2に ついて分析を行った結果、樹木花粉 2、 草本花粉 3お よ

びシダ植物の三条溝胞子の計 6つ の分類群が検出された (表 1)。 しか し、花粉粒は各試料 と
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も数価ずつしか検出されず、分解が著しく傷んだも|のが多いた.め、写真は撮れなかった。

検出され.た 花粉遺体は以下の分類群である。

樹木花紛

エーノキ属―ふタノキ、ガマズミ属
―

郭 紛

イネ科Ⅲイネ属型|、 キタ亜科

シガ楢物胞子

|三条構胞子

試料A、 試料B、 試料Sk-2はいずれも荘紛遺体がほとんど含まれていないが1堆積物

に花粉遺体が含まれていない原因としては、土擦生成1作用や風化作用のために分解したこと、

堆積速度が速力・ったこと、堆慣時に淘汰され.た ことなどが考えら―れる。
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Ⅶ-8 古照遺跡出土瓦器の蛍光X線分析

奈良教育大学物理化学教室 教授 三 辻 利 一

1. はじめに

古代、中世の土器の蛍光X線分析をする目的はその産地 を知ることである。それを可能に

するには産地推定法を開発 しなければならない。産地推定法を開発すれば、土器の伝播 。流

通の研究を展開することができる。その結果、土器を歴史研究の材料にすることができるよ

うになる。

土器の産地推定法を開発するには、産地が明確にわかる土器が必要である。この点で、全

国各地に窯跡が残ってお り、そこから多数の破片が出土する須恵器が絶好の研究対象となる。

中世陶器 も同じ理由で研究対象となる。ところが、窯跡が残っていない土器も多い。土師器、

瓦器、埴輪などがその例である。これらの上器の産地を推定することはそう簡単ではない。

しかし、胎上分析のデータを他の考古学的情報 と組合わせ ることによって、考古学に役立つ

有意な情報を引き出すことができる。この′点を考慮に入れて、筆者は縄文土器から瓦器に至

るまでの種々の上器を分析 している。

今回は古照遺跡から出土した瓦器片を分析 した。また、在地産 とみられる底面に回転糸切

り痕跡をもつ土師器杯、皿、および、手づ くね土師器杯 も併せて分析 し、分析値 を比較する

ことによってデータ解読 を行った。以下に、古照遺跡出土瓦器の蛍光 X線分析の結果につい

て報告する。

2.分析法

試料片はすべて研磨 し、付着物を除去 したのち100メ ッシュ以下に粉砕した。粉末試料は塩

化ビニール製 リングを枠にして、約15ト ンの圧力を加えてプレスし、内径 20mm、 厚さ 3～ 5

mmの錠剤試料を作成 して蛍光X線分析を行った。波長分散型の全 自動式のスペクトロメータ

ー (理学電機製、3270型機 )を 使用した。定量分析の標準試料 として、岩石標準試料 」G―

1を 使用 した。その結果、分析値は 」G-1に よる標準化値で表示することになった。

3.分析結果

表 1に は瓦器、表 2に は回転糸切 りの上師器、表 3に は手づ くね土師器の分析値 をまとめ

てある。

はじめに、地元産 と考えられている回転糸切 り土師器の K― Ca分布図を図 1に 、また、R

b― Sr分布図を図 2に示す。それぞれ、ほとんどの試料を包含するようにして地元領域を描

いてある。勿論、この領域は定性的な意味しかもたないが、他の土師器、瓦器などの胎上 と
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比較する上には役に立つ。

K― Ca、 Rb一 Sr分布図を描 くのは次のような理由による。K、 Caは 主成分元素であ り、

主成分鉱物である長石類の中に主として含まれている。したがって、縦軸はカリ長石の軸で

あり、横軸は斜長石の軸であるとみなされる。他方、Rb、 Srは微量元素であるが、Rbは K

と、Srは Caと 正の相関性をもつのが普通である。したがって、Rb一 Sr図 も 〔(カ リ長石 )

― (斜長石 )〕 の相関図とみなすこともできる。実際、 K一 Ca分布図での分布 とRb― Sr分

布図での分布は類似している場合がほとんどである。ただ、K― Ca分布図に比べてRb一 Sr

分布図の方が分布が広がっており、見易いために、普通はRb一 Sr分布図を描 く。

ここでは K、 Ca、 Rb、 Srの 4因子を使ってクラスター分析する代わりに、K― Ca、 Rb

―Srの両分布図を描いて地元産の上師器胎土 と瓦器の胎土を比較してみることにした。

図 1、 2を見る限り、回転糸切 り上師器はよくまとまって分布しており、同質の素材粘土

を使った土師器であることを示している。在地産 とみられる回転糸切 り上師器は考古学側か

らは、平野内の中世遺跡から普遍的に出土するもので、特に古照遺跡周辺で土師器集積遺構

が確認されていることもあり、この上師器は古照遺跡周辺で製作されたものであると考えら

れる。この結果を活用すると、他の上師器や瓦器が古照遺跡周辺で作られたものであれば、

回転糸切 り上師器と同じ胎土をもつはずであり、そのことはK― Ca、 Rb― Sr分布図の地元

領域に対応させることによって示され得る。

図 3、 4に は手づ くね土師器のK一 Ca、 Rb― Sr分布図を示す。手づくね土師器も考古学

側からは在地産の上師器であろうと考えられている。その予想どおり、図 3、 4ではほとん

どのものは地元領域内に分布している。ただ、No 5、 17、 40の 3点だけは両図で地元領域 を

大きくずれていることがわかる。この 3点の土師器は古照遺跡周辺以外のところから持ち込

まれた土師器である可能性が強い。とくに、No40は 明らかにどの上師器胎土とも異なる。外

部地域からの搬入品と推定される。

次に、瓦器のK― Ca、 Rb― Sr分布図を図 5、 6に示す。過半数の瓦器は地元領域に分布

しており、古照遺跡周辺で作られた瓦器であることを示している。ところが、かなりの数の

瓦器が地元領域をずれて分布することも確かである。地元領域をずれた瓦器はNo 3、 4、 5、

6、 8、 9、 12、 15、 17、 18、 21、 27、 35、 36、 37、 38の 16点である。これらの瓦器は古照

遺跡周辺外の地で作られ、持ち込まれて来たものである可能性が高い。どこから持ち込まれ

たものであるかについては、今後の課題 となる。
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表 1 瓦器の分析値

試 料 K Ca Fe Rb Sr Na 都  種 部  位 出土地

Nc1 1 0 483 0 836 1 86 0 531 1 28 0,376 椀 底部

N81ヽr32

2 0 387 0 586 1.58 0 447 0 976 0 264 〃

3 0 386 0 472 2.90 0 429 0 575 0316

4 0 407 0 385 1 45 0 493 0.681 0 300

5 0 440 0 450 1.65 0 582 0 807 0 347

0 373 0 324 2 16 0 426 0 567 0.274

7 0 44ユ 0 640 1 34 0 523 1 30 0 347 底～休部

0 493 0 452 2 04 0 585 0 681 0 431 〃 底部

9 0 47ユ 0 373 2 50 0 603 0 598 0 〃 ′′

0 446 0 839 2 00 0 564 1 57 0 258 〃 ′′

11 0 394 0 597 1 48 0 468 1 16 0 273 〃 〃

0 395 0 465 1 98 0 480 0 636 0 379 〃 底～体部

0 422 0718 1 70 0 496 1,11 0 310 〃 底部

0 407 0 688 1 33 0 507 1 37 0 349 〃 口縁部

0 473 0 356 2 32 0 573 0 592 0.336 〃

0 460 0 680 2 13 0 538 0 973 0.254 〃 〃

17 0 500 0 433 2 47 0 575 0 0 305 〃 〃

0 499 0 213 2 37 0.538 0 545 0 302 〃 〃

0 527 0 794 1 43 0.610 115 0 418

0 468 0 720 1 58 0 520 1 24 0 375

0519 0 260 2 07 0 762 0 432 0 156 〃 ′′

0 472 0 711 1 58 0 510 1 23 0 366 〃

0 474 0 724 0 974 0 575 1.47 0 391 〃 〃

0.428 0 722 1 42 0 52ユ 1 28 0 312 〃

0,477 0 714 1 63 0 528 1 24 0 363

0.452 0 739 1 80 0 509 1.11 0 351

0 450 0 480 1 93 0 538 0 696 0 405

0.489 0 584 1.59 0.591 0 419

0.409 0 635 1 41 0 495 0 319

0.440 0 739 1 97 0 561 0 268

0 451 0 747 1 59 0 533 0 365

0 427 0 760 1 64 0 504 0 350 体部

0 495 0 627 1 14 0 610 0.391

0 455 0 666 1 34 0 529 0 363

0 405 0 32ユ 1 98 0 498 0 573 0 274

0 463 0 544 1.82 0 563 0 822 0 327

0,398 0 137 2 60 0 485 0 322 0 211

0.520 0.466 1 23 0 663 0 831 0 466

0.462 0616 1 57 0 545 0 967 0 363

0 424 0 619 1 49 0 512 1 04 0 349
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表 2 土師器 (底面回転糸切 り)の分析値

試  料 K Ca Fe Rb Sr Na 器  種 部  位 出土地

Ncl l 0 517 0 819 2 03 0 723 117 0 289 杯 底～日縁部

N8W32

2 0 0 642 1 79 0 633 1 03 0 283 〃

3 0 636 0 623 1 04 0 58ユ 1 04 0 330 〃

4 0 407 0,707 1 58 0 520 1.08 0 338 〃 口縁部

5 0 527 0.651 2 00 0 597 1 08 0 261 底～日縁部

6 0 399 0 708 1 73 0 463 1 32 0.322 〃

7 0 439 0.665 117 0 580 1 01 0 342 口縁音Б

8 0.663 0 533 1 52 0.666 0 855 0 371 〃

9 0.517 0 848 2 00 0 562 0 254 皿 底～日縁部

0 427 0 637 1 09 0 519 0 300 〃

0 392 0 783 1.36 0 506 0314

0 505 0 658 1 53 0 597 0 295 〃

0 436 0.836 1 65 0.479 0 336

0 489 0 686 2 56 0 599 0.964 0 256 杯 底 部

0 432 0 905 2 04 0 542 1 26 0 342 〃 〃

0 483 0 794 1 45 0 583 1 04 0416 〃 〃

0 406 0 834 1 89 0 526 1 33 0 270 〃 〃

0 438 0 918 2 23 0.494 1,39 0 329 〃 〃

0.440 0 845 1 40 0 601 1 27 0 345 〃 〃

0.462 0 723 1 30 0 570 1 07 0 344 〃 〃

0 434 0711 1 26 0 553 0 921 0 387 〃 〃

0 477 0 790 0 953 0.579 1.27 0 362 〃 〃

0 439 0 688 1 95 0 485 110 0 273 〃

0 405 0 634 1 69 0 448 151 0 304 〃 〃

0 565 0 885 2 14 0 540 1 09 0 〃

0 422 0 66ユ 1 03 0.533 1.12 0

0 545 0 853 2.20 0.567 1 28

0 528 0 827 1 65 0 643 0 796 0 278

0 409 0 654 1 69 0 458 1 11 0 347 〃

0 486 0 492 1 07 0.622 0 885 0 487

0 383 0 605 1.21 0 476 0 887 0 283

0 638 0 665 2 29 0 677 0 860 0 364

0 574 0,791 1 24 0 723 1 07 0 551

0 446 0 822 2 24 0.501 1 07 0 347

0 433 0 699 1 32 0 567 1 10 0 362

0 477 0.680 1,89 0 636 116 0 349

0 446 0 885 2 37 0 535 1 37 0 329

0 458 0,767 1 96 0.504 1 29 0 368

0 397 0 827 1 34 0 501 1 35 0 326

0 322 0 721 1.14 0 402 0 956 0 198
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表3 手づ くね土師器の分析値

試 料 K Ca Fe Rb Ｃ
∪ Na 器  種 部  位 出土地

0 477 0 658 1 77 0 538 1 05 0 237 杯 口縁部

N8ヽV32

2 0 365 0,778 1 66 0 430 1 49 0 263 〃

3 0 461 0 742 1 94 0 489 118 0 349

4 0 468 0 663 2 17 0 529 1 11 0 249 ′′

0 269 0.473 0812 0 399 0 613 0 163 ′′

0 388 0 699 2 00 0 511 0 210 皿

7 0 449 0.638 2 16 0 476 0 342 杯

0 357 0 773 2 13 0 485 0 218

9 0 425 0 882 1 68 0 466 0 342 〃

0 0 384 0 839 1 73 0 403 0 309 ′′

0 376 0 765 1 74 0 487 0 241 〃

2 0 467 0 866 2 20 0513 0 359 〃

3 0 465 0 845 2 10 0513 0 354

4 0 403 0 599 1 43 0 505 0316

5 0 439 0 723 1 23 0 526 37 0 286

6 0 375 0,762 2 16 0 406 37 0 224 〃

7 0 395 0 355 1 85 0 497 0 649 0 296

8 0 444 0 911 2 00 0 531 1 29 0 349

9 0 465 0,827 1 79 0 541 1 47 0 366

0 396 0 709 1 96 0 523 0 968 0 267

0 376 0 856 1 87 0 405 77 0 302 ′′ 体音Б

0 379 0 742 1 81 0 482 0 254 底 部

0 403 0 808 2 07 0 441 0 286

0 337 0 833 2 4ユ 0 406 22 0 241

0 449 0 947 1 73 0.484 0 361

0 372 0 599 1 60 0 433 0 247

0 497 0 579 2 05 0 637 0 268

0 460 0 566 112 0 560 0 985 0 395

0 379 0 561 1 35 0 436 0.910 0 197 〃

0 572 0,724 2 12 0 680 115 0 332 〃 〃

0 402 0 850 2 20 0 481 1 26 0 320 〃 〃

0 429 0 786 2 16 0 513 118 0 320 〃 〃

0 43] 0 865 1.57 0 515 1 42 0 331 〃 〃

0 452 0 827 1 79 0 522 1 30 0 334 ′′ 〃

0 468 0816 1 25 0 540 1 28 0 355 ′′ 〃

0 431 0 932 2 20 0 557 1 38 0 309 〃 〃

0 346 0 693 1 66 0 420 0 999 0 241 〃

0 368 0 753 2 00 0 443 1.08 0 250 〃

0 391 0 831 2 98 0 0 980 0 277 〃

0 720 0 234 1 52 0 762 0515 0 380 〃
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図 I 土師器の K― Ca分布図

了

図 2 土師器の Rb― Sr分布図
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図 5 瓦器の K― Ca分布図
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A地区

図
版
　
一

I.調査前の試掘状況 (南東より)

2.遺構検出状況 (東 より)



A地区

図
版
　
二

2.調査風景 (北西より)

I.北壁土層 (南 より)

3.SK-1調 査状況 (南 より)



A地区

図
版
　
一二

2.sK-6人 骨検出状況

(西 より)

SK-2調 査状況 (北 より)

3.SK-7人 骨検出状況

(南 より)
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四

A地区

2.SK-11・ 22調 査状況

(司しより)

I.SK-8等 人骨検出状況

C百 より)

3.SK-13調 査状況

(南 より)



A地区

図
版
　
五

2. SK-18調査Щ犬況 (1し より)

I.SK-15完掘状況 (北 より)

|'|IⅢ Ⅲi十

瞥

3. SK-19調 査】犬況 (東 より)
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六

A地区

2. SK-23半載】犬況 (北 より)

SK-23遺物出上状況

(引しより)

3.SK-23完 掘状況 (北 より)



A地区

SK-9調 査状況 (南 より)

図
版
　
七

2.SK-16調 査状況 (東 より)

3。 SD-2・ 3完掘状況 (南 より)
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八

A地区

2. SK-29,30・ 31司胃整潮犬況

(司しより)

I. SK-34・ 24・ 35完掘状況

衛補より)

3. SD-1検出】犬況 (南 より)



A地区

図
版
　
九

2.SD-1遺物出土状況②

Io SD-1遺物出土状況①

3.小畦畔状遺構遠景 (西 より)



A地 区

図
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一
〇

2.第VI層 (S15・ 16W27～ 30)

完掘状況 (西 より)

|.小畦畔状遺構近景 (西 より)

3.第 VI層 (S15。 16W27)足跡

足跡完掘状況 (北 より)

■与ⅢⅢ奪韓雛:



A地区

図
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一
一

2.鋤跡状遺構完掘状況

(西 より)

|.鋤跡状遺構検出状況

(西 より)

3.第Ⅶ層遺物出上状況①



A地区

図
版
　
一
二

|.第 VII層 遺物出上状況②

2.工事立会調査状況

(1ヒ西より)

工事立会調査における緑灰色

シル ト堆積状況 (東 より)



A地区

SK-8(3)。 SK-10(4)、  SK-15(5)、  SK-16(6・ 7)、  SK-23
SK-29(15・ 17・ 18・ 19,21)、 SK-36(23)、 SD-l① (37・ 39・ 41・

図
版

　
一
〓
一

SK-5(1)、 SK-7(2)、
(9・ 10・ 12)、  SK-26(14)、

42・ 43。 44・ 45・ 46)出 土遺物



図
版

　
一
四

A地区

I.SD-l② (24'25。 26・ 29。 30・ 31・ 32,34・ 35・ 36・ 37・ 38)、 第V層 (47・ 48)、 第Ⅵ層(52・ 53)出 土遺

物



A地区

図
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五

氏

I.第VII層 出土遺物①



A地区

図
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一
大

176164

ゞ
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168                   174

|.第Ⅷ層出土遺物③



A地区

Ⅷ〓辱頂晩
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一
七

V緯$許

I.第ⅥI層 出土遺物③



A地区

図
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八

234

工事立会調査 (232・ 234。 236)出 上遺物



B地区

図
版

　
一
九

2.東半分遺構検出状況

(1ヒ より)

1.東半分掘削状況 (北 より)

章ヽ
ｉ４

3.西半分掘削状況 (南西より)



図
版
　
二
十

B地区

2.南壁土層 (北 より)

I.西半分遺構検出状況

(1し より)

3。 東半分調査風景 (北 より)



B地 区

図
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|.澄構完掘状況① (南 より)

挙

2.遺構完掘状況② (北西より)



B地区

図
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も

|。  SB-1、  Pl調査】犬況

(東 より)

▼・

3.SK-1遺 物出土状況

(東 より)

2.SB-1、 P6調査状況

衛斬より)



B地区

図
版
　
一
〓
ニ

2.SK-9調 査状況 (西 より)

Io SK-2遺物出土状況

(西 より)

3. SK-9遺 物出」二】犬況

φ百より)



図
版
　
一
一
四

2.SK-15遺物出土状況①

(Jし より)

|.SK-15半載状況 (南 より)

3.SK-15遺物出上状況②

作打より)



B地区

図
版
　
二
五

2.1号集積遺物出土状況

(上層 )

I.SP-7完 掘状況

(東 より)

3.1号集積遺物出上状況

(中層 )



図
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B地区

I。 1号集積遺物出土状況

(下層 )

N7W33遺物出土状況

(束 より)



B地 区

図
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二
七

N8・ 9W31遺物

出土状況② (北 より)

I.N8・ 9W31遺物

出土状況① (南 より)

3.N8,9W31遺 物

出土状況③



B地区

図
版
　
二
八

2.N8W32遺物出土状況②

1.N8W32遺物出土状況①

(東 より)

3.N9W32瓦 器椀出土状況



B地区

I.SB-1(237・ 238。 242・ 244・ 246。 247・ 248・ 250。 251・ 252・ 254・ 256・ 257)、 SA-1(260。 263・

266)出 土遺物

図
版
　
一一九



B地区

図
版
　
一二
十

|.SK-9出 土遺物



B地区

320

SK-1(267・ 273)、 SK-2(275,276)、 SK-4(277)、 SK-3(278)、 SK-10(308・ 309・ 313・

316・ 317・ 318)、 SK-11(319,320)出 上遺物

図
版
　
一二
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I.
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B地区

|。 SK-13(321・ 324・ 325,328・ 336・ 337・ 341,343・ 342)、 SK-14(344)、 SK-15(348・ 349,35ト

352・ 353・ 355,359。 368,371)出土遺物



図
版
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二

B地区

404

1. SD-1(372,373)、 SD-5(375・ 381・ 382・ 383)、 SD-6(384,386・ 387・

392)、 SD-7(394。 397。 400,402・ 404・ 405。 406)出土遺物
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ｏ
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B地区

SD-8出上遺物①



B地区

図
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503

SD-8出土遺物②

514



B地区
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I.SD-8出土遺物③



B地区

図
版
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566                   υVΨ

I. SD-8① (560・ 561・ 563・ 564)、 SD-10(566・ 567・ 568) 出土遺物
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八

1。  SP-7(570。 572・ 574)、

592・ 593・ 594・ 595。 596)、

B地区

588

592

SP-13(575)、 SP-15
3号集積 (579)出 土遺物

596

(576)、 SP-28(577)、  1号集積 (588・ 589・ 590。



B地区

615                                                     626

1. 2号集積 (599・ 600。 601)、 SX-3(603・ 604・ 605)、 SX-5(607・ 609。 613・ 614)、 SX-7(615・
616)、 SX-8(618・ 622・ 623)、 SX-10(624・ 626)出 土遺物

図
版
　
一二
九



B地 区

図
版
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674

SX-53(669・ 670。I. SX-13(630・ 632・ 634・ 635。 637・ 638・ 639)、

673・ 674)出 土遺物

SX-33(646)、 SX-34(648)、



663

SX-29(644)、 SX-49(649・ 652・ 663・ 666)、

B地区

図
版
　
四

一

I. SX-52(667)出 土遺物



B地区
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I.遺構外出土遺物①



B地区
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795

807

I.遺構タト出土遺物②

812



B地区
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918
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923

982

|.遺構タト出土遺物③



B地区
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968

952

972

|.遺構タト出土遺物④



B地区
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I.遺構タト出上遺物⑤



B地区
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|.遺構タト出上遺物⑥



B地区
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版
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八

I。 遺構タト出土遺物①



B地区
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I。 遺構外出土遺物①



B地区
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!.遺構タト出土遺物③



B地区

は ∝
1147           1148
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|.遺構タト出上遺物⑩

レ ♭



B地区・濃縮 タンク

図
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1154‐・５３

‐・５２

¢

‐・５０

遺構外① (1149・ 1150,1151・ 1152・ 1153・ 1154、 下段はスラグ等)、 濃縮タンクエ事立会調査(1155。 1156)

出上遺物
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